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社団法人　日本アマチュア無線連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　長 　原　　昌　三

　　　　アマチュア無線のデジタル中継用無線局設置のお願いについて

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

常日頃は、アマチュア無線の発展・育成につきまして格別のご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、本連盟では、かねてよりアマチュア無線へのデジタル技術の導入と実用化に向けてかねてより取り組んでまいりました。

　連盟で取り組んでおりますアマチュア無線のデジタル技術を導入した無線機器は、基本的には1200MHz帯の周波数を使用するデジタルによる音声とデータ用の中継局（デジタルレピータ局）及びこの中継局を使用する端末局（トランシーバ）等で構成されているものです。

これらの無線機器の特徴と致しましては、デジタル技術を導入していることから、音声はもとよりパソコンからのデータやデジタルカメラなどからの画像の伝送（伝送速度128kbps）も比較的簡単に行うことができるほか、デジタルレピータ局は、インターネットと直接接続することができますので、インターネットを介してアマチュア無線におけるネットワーク網が自由にできることになります。

連盟では、このようなデジタル技術を取り入れたシステムを「D-STAR」と呼称しておりますが、詳細につきましては添付致しました資料をご覧頂ければ幸いです。

このように、「D-STAR」システムは、音声、データはもとより画像通信の伝送を簡単に行うことができること、インターネットとの接続ができ有無線一体となった通信網を構築できること等から、地震、台風等の自然災害のために非常事態が発生した場合には、これらの特徴を生かし災害現場からの音声、データ、画像などによる情報収集と連絡にその活用が十分に期待できるものとなっています。また、非常通信の訓練などにおいても有効に活用できますので、地域社会に大いに貢献できるものと考えております。

連盟といたしましては、現在、名古屋及びその周辺に数カ所デジタルレピータ局の開設を計画しているところでございます。

つきましては、名古屋第二赤十字病院の屋上に「D-STAR」システムのデジタルレピータ局を設置させて頂きたく、格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

末筆ではございますが、名古屋第二赤十字病院の益々のご発展を祈念致しますとともに今後とも宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具　
